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「認知症と社会」 

 

認知症と診断されたことにより、当事者は、戸惑い、今後のことを心配し、不安に思います。 

その気持ちを、家族に言えるか、というと、心配をかけたくない、迷惑をかけるなどの理由

から、又、上手く伝えられないという理由から、なかなか不安や心配、自分はこうしたいと

言えずにいるという方がおられます。罪悪感や、負い目を感じ、本当の気持ちを押さえなが

ら（無意識に）生活を続けておられる方がおられます。 

 

家族自身も不安の中、当事者のことを考え、様々な支援を行いますが、そこには、本当に当

事者の気持ちが反映されているか、というと、そうではない場面をたくさん見かけます。 

 

一方、近年当事者が自分の気持ちを伝える場が増えてきました。 

認知症当事者が様々な方法で発信し、活動を始めています。 

ピアカウンセリングの会や、「本人ミーテイング」の会が開催されるようになりました。 

（浜松でも９月１２日に中央図書館にて開催されました。１１月７日に舞阪図書館にて、 

 １月３０日には城北図書館でも開催されます。お問い合わせは浜松市健康福祉部高齢者福

祉課認知症施策水深グループ０５３－４５７－２１０５） 

 

支援を一方的に受ける弱者としての存在ではなく、本人の気持ちや思いを伝え、声をあげる

こと、そしてそういった環境と場を作っていくことが大事なのかなと思います。 

国は認知症を特別視せず、地域で支えていく社会のしくみをつくろうという方向に舵を切り、

様々な活動を始めています。認知症と診断され、社会や地域と切り離されてしまう事のない

ように、様々な形での場の提供が行われています。 

 

認知症の本人が、ありのままに自分の気持ちを言ってもいいんだ、と思える場がたくさんで

き、やりたいことをやれるように支援してもらい、社会の一員として今まで通り、自分らし

く生きていけるそんな社会になればいいなと思います。 

そのためには、社会全体で認知症に対する理解が深まり、当事者がいつまでもその人らしく

暮らしていけるような、そんな環境が出来上がってくる必要があります。 

家族会としても、家族介護者と一緒に何ができるのかを考えていきたいなと思います。 
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